
藤
島
地
域
の
三
和
町
内

会
（
冨
樫
修
会
長
）
は
役

員
４
人
が

月

日
、
鶴

12

20

岡
市
を
訪
れ
、
皆
川
治
市

長
に
「
京
田
川
改
修
に
関

、

す
る
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
（

。

写
真
）

想
定
超
え
る
気
象

要
望
書
で
は
、
令
和
６

年
７
月

日
～

日
の
豪

25

26

雨
は
、
過
去
に
な
い
大
雨

で
未
曽
有
の
災
害
を
も
た

ら
し
た
。

京
田
川
が
越
水
や
溢
水

を
起
こ
し
、
楪
排
水
と
、

七
曲
排
水
な
ど
が
流
れ
を

遮
ら
れ
、
内
水
氾
濫
を
起

こ
し
、
被
害
が
二
重
に
大

き
く
な
っ
た
。

、

多
く
の
住
宅
等
で
床
上

、

床
下
浸
水
の
被
害
が
出
て

農
機
具
や
農
作
物
に
も
被

害
が
出
た
。

こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超

え
る
気
象
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
し
て
、
国
や
県
に

４
項
目
の
要
望
事
項
を
提

出
し
ま
し
た
。

【
要
望
事
項
】

１
．
京
田
川
に
架
か
る
京

田
橋
を
延
長
し
、
川
幅
を

拡
張
し
、
上
流
か
ら
の
水

流
を
遮
ら
ず
に
流
れ
る
よ

う
に
す
る
事
。

２
．
河
川
敷
に
茂
る
支
障

木
を
伐
採
除
根
、
堆
積
物

を
撤
去
し
、
水
の
流
れ
を

良
く
す
る
事
。

３
．
京
田
川
を
最
上
川
と

分
離
し
、
河
口
を
単
独
で

日
本
海
に
流
す
事
。

．

、

４
広
域
的
に
東
武
山
麓

月
山
山
麓
や
平
野
部
を
総

点
検
し
、
保
水
林
や
遊
水

池
、
貯
水
の
出
来
る
場
所

を
確
保
す
る
事
。

（

）

２
面
に
つ
づ
く
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（月２００円程度）
12月 20人 13,760円
11月 33人 23,240円

京
田
川
改
修
へ
要
望
書
提
出

三
和
町
内
会
役
員
ら
が
鶴
岡
市
長
へ

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

年
末
の
行
事

師
走
に
入
る
と
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
あ
っ
た
。
１

日
か
ら
５
日
ま
で
は
、
八

色
木
永
慶
寺
の
座
禅
会
が

あ
り
、
夜
遅
く
ま
で
本
堂

や
開
山
堂
に
、
こ
う
こ
う

と
灯
り
が
つ
い
て
い
る
。

最
終
日
に
は
飯
台
も
つ
い

て
賑
わ
い
、
屋
台
店
も
出

店
し
て
い
た
と
い
う
。
し

か
し
、
戦
争
も
厳
し
く
な

り
、
物
資
も
不
足
し
た
の

、

、

で
屋
台
店
も
な
く
な
り

座
禅
会
も
な
く
な
っ
た
。

８
日
は
薬
師
堂
の
縁
日

で
、
毎
月
祈
祷
会
を
し
て

い
る
が
、

月
は
年
の
最

12

後
な
の
で
、
普
段
都
合
が

つ
か
ず
欠
席
し
て
い
る
人

も
努
め
て
参
加
し
、
ナ
ミ

ア
ム
ダ
ブ
ツ
を
唱
え
る
。

翌
９
日
は
大
黒
様
の
お

歳
夜
で
、
必
ず
供
え
る
の

は
、
根
が
２
股
に
な
っ
た

マ
ッ
カ
大
根
、
黒
豆
な
ま

す
、
ぶ
り
子
の
入
っ
た
ハ

タ
ハ
タ
の
田
楽
焼
き
、
焼

で
ん
が
く

豆
腐
の
田
楽
、
は
り
は
り

大
根
、
納
豆
汁
と
黒
豆
ご

飯
、
そ
れ
に
米
炒
り
（
ポ

い

ン
菓
子
）
で
あ
る
。

こ
の
日
は
大
黒
様
と
恵

比
寿
様
を
神
棚
の
正
面
に

出
し
て
祀
り
、
お
膳
を
並

ぜ
ん

べ
て
お
供
え
を
す
る
。
子

孫
繁
栄
と
、
マ
メ
で
暮
ら

す
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ

る
。
な
ま
す
は
大
根
を
お

ろ
し
、
黒
豆
を
軽
く
つ
ぶ

し
た
お
ろ
し
汁
で
煮
る
。

黒
豆
か
ら
紫
色
の
汁
が
滲し

み
出
て
大
根
が
染
ま
る
の

で
美
し
い
。
焼
豆
腐
は
豆

腐
の
表
面
を
焼
く
の
で
あ

る
が
、
今
は
ス
ー
パ
ー
で

焼
き
目
を
つ
け
て
売
る
。

お
汁
の
納
豆
は
摺
鉢
に
入

す
り
ば
ち

れ
大
根
で
潰
す
と
よ
く
出

つ
ぶ

来
る
。
そ
れ
に
豆
腐
と
芋

、

、

ガ
ラ
モ
ダ
シ
を
入
れ
て

岩
の
り
か
刻
み
の
り
を
載の

せ
る
。
納
豆
汁
は
翌
日
の

温
め
汁
が
私
は
好
き
だ
。

日
は
法
龍
権
現
様
の

ほ
う
り
ゆ
う
ご
ん
げ
ん

13
お
歳
夜
で
祈
祷
を
行
う
。

こ
の
日
村
人
た
ち
は
タ
ヨ

様
（
神
職
）
に
神
饌
米
を

し
ん
せ
ん
ま
い

。

供
え
１
年
の
お
礼
を
す
る

日
は
皇
太
神
社
の
お

こ
う
た
い
じ
ん
じ
や

17
歳
夜
で
あ
る
が
、
特
別
の

行
事
は
な
く
、
神
殿
を
開

き
参
拝
し
て
終
わ
る
。

年
の
暮
れ
に
な
る
と
ど

こ
の
家
で
も
気
ぜ
わ
し
く

な
る
が
、

日
は
冬
至
で

23

南
瓜
を
食
べ
る
。
南
瓜
も

か
ぼ
ち
や

こ
の
頃
か
ら
甘
味
が
落
ち

て
味
の
締
ま
り
も
無
く
な

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
日

は
餅
米
と
小
豆
を
煮
合
わ

せ
た
イ
ト
コ
煮
が
美
味
し

か
っ
た
。
今
年
の
冬
至
は

日
（
土
）
で
あ
っ
た
。

21

日
は
大
晦
日
の
大
祓

お
お
は
ら
い

31
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
古

い
お
札
や
お
守
り
を
神
社

に
持
ち
込
み
、
お
祓
い
を

し
て
焼
却
す
る
。
人
の
形

を
し
た
お
札
に
、
家
族
の

名
前
と
年
齢
を
書
き
、
神

社
に
供
え
１
年
の
罪
穢
れ

け
が

を
祓
う
。
神
棚
に
供
え
る

料
理
は
新
巻
鮭
か
子
持
ち

あ
ら
ま
き
ざ
け

カ
レ
イ
の
煮
付
け
、
昆
布

と
ズ
イ
キ
芋
、
人
参
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
、
大
根
、
油
揚

げ
、
紅
白
の
蒲
鉾
な
ど
を

か
ま
ぼ
こ

煮
込
ん
だ
煮
し
め
、
き
ん

ぴ
ら
ゴ
ボ
ウ
、
納
豆
汁
に

ご
飯
。
年
越
し
そ
ば
も
準

備
す
る
が
、
紅
白
歌
合
戦

が
終
わ
っ
て
か
ら
。

元
旦
用
に
、
か
ら
げ(

干

し
た
エ
イ)

か
棒
鱈
の
煮

ぼ
う
だ
ら

付
、
干
し
柿
を
入
れ
た
大

根
な
ま
す
を
作
っ
て
、
正

月
を
迎
え
る
。

世
界
で
は
戦
争
が
、
日
本
で
は

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
和
と
、
生
活
向
上
を
進
め
る

政
治
を
、
実
現
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。



兵
衛
ノ
田
ヲ
起
シ
ト
云
フ

ノ
デ
村
中
ハ
申
ス
ニ
及
バ

ズ
西
袋
・
田
谷
ノ
人
々
夫

レ
コ
ソ
老
弱
（
若
）
男
女

黒
山
ノ
様
ニ
集
マ
ッ
タ

彌(

い
よ
い
よ)

馬
ヲ
田

ニ
入
レ
犂
ヲ
付
ケ
先
生
ハ

１
０
３
万
円
の
壁

１
０
３
万
円
の
壁
。
３

党
間
で
揉
め
て
い
た
よ
う

だ
が
、
と
り
あ
え
ず
基
礎

控
除
と
給
与
所
得
控
除
を

合
わ
せ
て
１
２
３
万
円
で

年
末
調
整
を
す
る
事
に
な

る
模
様
。
何
が
基
準
か
不

明
だ
が
、
１
０
３
万
円
に

万
円
ず
つ
プ
ラ
ス
す
る

10と
の
事
だ
。
で
は
、
改
め

て
１
０
３
万
円
に
つ
い
て

見
て
み
た
い
。

▲
１
０
３
万
円
は
、
基
礎

控
除
が

万
円
で
給
与
所

48

得
控
除
が

万
円
の
１
０

55

３
万
円
な
の
だ
が
、
日
本

で
は
、
こ
の
金
額
を
超
え

る
収
入
が
あ
る
と
所
得
税

が
掛
か
る
事
に
。

▲
こ
の
金
額
を
超
え
て
働

く
と
本
人
に
所
得
税
が
発

生
す
る
と
同
時
に
、
扶
養

家
族
に
な
れ
な
い
か
ら
、

妻
な
ら

万
円
、
大
学
生

38

は
と
い
う
と

万
円
が
控

63

除
で
き
な
く
な
る
。
そ
の

５
％
が
国
税
で

％
が
地

10

方
税
と
し
て
税
額
が
ア
ッ

プ
す
る
ん
だ
。

あ
る
日
の
「
午
后
自
分

ノ
田
デ
指
導
・
伝
習
ヲ
受

ケ
ン
ト
先
生
ニ
請
ヒ
テ
同

道
内(

家)

ニ
帰
リ
様
々
ノ

道
具
ヲ
見
テ
貰
ヒ
牝
馬
ノ

ピ
ン
ピ
ン
ス
ル
荒
馬
テ
村

東
ノ
田
ヲ
起
ス
事
ニ
シ
タ

處
ガ
九
州
ノ
馬
耕
先
生
作

犂
ヲ
把
リ
自
分
ハ
馬
ヲ
率

キ
出
シ
タ
ガ
馬
ハ
何
ヲ
ス

ル
カ
ト
思
ヒ
シ
モ
ノ
カ
或

ハ
犂
其
物
ニ
驚
キ
シ
モ
ノ

カ
闇
ニ
駈
ケ
出
シ
タ
ガ
サ

ス
ガ
先
生
次
第
ニ
馬
ガ
疲

ル
ゝ
ニ
連
レ
段
々
鋤
キ
起

シ
事
カ
出
来
白
（
薄
）
暮

引
揚
ケ
タ
其
ノ
時
ノ
大
衆

ノ
批
評
ハ
大
多
駄
目(

大
駄

目)

ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
殊

(

ニ)

骨
（
滑
）
稽
ト
モ
云

ヒ
マ
シ
ョ
ウ
カ
丸
山
藤
左

ヱ
門
ノ
親
族
長
沼
ノ
人
ニ

テ
極
ク
馬
好
キ
ノ
人
ニ
テ

大
久
保
ト
云
ウ
人
ガ
自
分

ニ
忠
告
ト
云
ホ
ウ
カ
大
部

大
金
ヲ
出
シ
テ
買
ッ
タ
馬

ヲ
譬(

た
と)

ヘ
金
ガ
ア
ル

ト
シ
テ
モ
大
切
ノ
高
価
ナ

馬
ヲ
斃
シ
テ
仕
舞
ウ
モ
ノ

テ
ア
ル
カ
ラ
止
メ
ル
モ
ノ

デ
ア
ル
ト
云
ウ
テ
ク
レ
マ

シ
タ
。

し
か
し
、
一
層
奮
励
努

力
シ
テ
技
術
ノ
進
歩
ヲ
期

そ
う
、
馬
耕
が
充
分
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
世
間

も
認
め
る
よ
う
に
な
ろ
う

と
心
に
決
め
た
。
他
村
で

も
相
当
の
技
術
を
得
た
人

も
出
て
き
た
。
そ
の
時
、

先
生
は
碑
文
に
あ
る
よ
う

に
馬
耕
競
犂
会
を
提
唱
し

明
治
２
８
年
４
月
第
１
回

東
田
川
郡
馬
耕
競
犂
会
を

開
催
し
た
。
奇
し
く
も
作

兵
衛
は
一
等
賞(

二
人)

に

輝
い
た
。
そ
の
後
村
で
も

開
い
た
。
遺
稿
は
広
告
裏

・
半
紙
・
罫
紙
に
毛
筆
・

ペ
ン
・
鉛
筆
で
書
い
て
あ

る
。
な
お
育
種
家
で
も
あ

り
大
野
１
～
４
号
を
作
っ

て
い
る
。
村
の
八
幡
神
社

東
田
川
史
跡
物
語

大
沼
作
兵
衛
の
取
組(

庄
内
町
大
野)

②

青
山

崇

▲
物
価
高
。
な
ん
と
か
良

い
暮
ら
し
の
為
に
と
妻
が

働
く
。
親
に
無
理
を
さ
せ

た
く
な
い
と
大
学
生
が
バ

イ
ト
に
精
を
出
し
て
も
、

一
線
を
超
え
れ
ば
大
変
な

事
に
な
る
の
が
実
態
だ
。

そ
れ
で
い
て
労
働
力
不
足

と
言
っ
て
い
る
ん
だ
。
日

本
・
可
笑
し
い
で
し
ょ
。

▲
先
日
、
大
学
生
が
何
故

そ
ん
な
に
働
く
ん
だ
・
と

言
っ
た
人
が
い
た
。
こ
の

人
、
バ
イ
ト
が
必
要
な
か。

っ
た
人
な
ん
で
し
ょ
う
か

今
な
ら
多
く
が
卒
業
時
、

学
位
証
に
奨
学
金
の
借
金

証
書
が
つ
い
て
い
る
っ
て。

こ
と
を
知
ら
な
い
ん
だ
ワ

▲
国
が
教
育
に
金
を
出
し

渋
る
も
の
だ
か
ら
、
各
大

学
の
学
費
の
引
き
上
げ
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
未
来
を
背
負
っ
て
い

る
彼
等
な
ん
だ
か
ら
、
軍

事
費
よ
り
も
も
っ
と
教
育。

に
お
金
を
使
う
こ
と
で
す

第
一
、
生
活
費
非
課
税
の

原
則
っ
て
も
の
が
あ
る
ん

だ
。
学
生
の
場
合
、
そ
れ

は
ナ
ン
ボ
な
ん
だ
ヤ
。

（
石
川
）

（島野嘉作帰国記念:明治36（1903）年５月撮影)

下
写

に
は
馬
耕
記
念
碑
（

）
と
作
兵
衛
顕
彰
碑
が

真あ
る
。

（

余
目
町
史
』
転
用
）

『

は
、
前
列
左
・

上
写
真

斎
藤
幾
太
郎(

郡
書
記
：
郡

長
代
理
か)

、
牧
源
助(

廣

瀬)

、
島
野
嘉
作
、
佐
藤
長

七(

廣
瀬)

。
後
列
左
・
大

沼
作
兵
衛(

大
野)

、
宇
田

喜
代
吉(

東
栄)

、
国
井
米

蔵(

反
吉)

、
佐
藤
直
吉(

斎)

の
各
氏
で
あ
る
。

（

）

１
面
か
ら
つ
づ
き

市
長
は
「
国
と
山
形
県
、
関
係
市
町
村
が

、
最
上
川
下
流
・
中
流
緊
急
治
水
対
策

進
め
る

、
事
業
費
総
額
６
５
０
億
円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
国
４
５
０
億
円
、
県
２
０
０
億
円
）
が
動

き
出
し
た
。

京
田
川
に
つ
い
て
も
対
策
検
討
を
進
め
、

整
備
計
画
を
早
急
に
策
定
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
当
局
か
ら
は
「

の

、
特
定
都
市
河
川
制
度

指
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
予
算
措
置
が
重
点

化
さ
れ
る
。

流
域
治
水
対
策
協
議
会
発
足
が
要
件
と
な

る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

特
定
都
市
河
川
制
度
の
指
定
は
、
流
域
治

水
の
実
効
性
を
高
め
、
水
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
河
道
掘
削
な
ど
の
ハ
ー
ド

整
備
が
加
速
さ
れ
ま
す
。

写
真
：
２
０
２
４
年
７
月

日
早
朝

（

26

に
、
庄
内
町
千
本
杉
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で

）

撮
影
／
庄
内
町
住
民
提
供


